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全国医学部（医学科の現状）

国立大学：４２校

公立大学： ８校

私立大学：３１校 計８１校

医学科定員 ９，４３０人（２０１７年）

医学科定員 ７，６３０人（２０００年）



基礎医学研究医

臨床医

解剖学・細菌学・生化学などの教室で研究
患者さんの診察をすることは少ない

患者さんの診察をする
（診療に関する）研究

行政医
厚生労働省・地域の保健所などで
医療行政に携わる

医師として活躍する場



医学部（医学科の特徴）

１．医学部医学科はいわゆる「卒業論文」がない

⇒「卒業試験」に合格することで修了

２．浪人生の比率が他学部・他学科と比較して著しく高い

⇒現役生の門戸が狭くなっている

３．医学部医学科は「医師」養成のための「専門の学校」である

⇒入学後の進路変更は難しい



後期専門研修
４～８年間

医学部医学科
６年間

卒後臨床研修 ２年間
医師国家試験

大学院
３～４年

医学部入学から一人前の医師になるまで

入学から最短でも
１２年間程度必要

医師になってからも修練は続く

医学部入学は医師になるための
長い道のりのスタートに過ぎない

医師になりたいという

明確な意思を持ち続けることが重要！！



群馬県前橋市内（県庁所在地）
群馬大学昭和キャンパス

赤城山



群馬大学 昭和キャンパス （医学部と大学院）

附属病院

医学部保健学科
大学院保健学研究科

医学部医学科
大学院医学系研究科

生体調節研究所 重粒子線照射施設



群馬大学医学部医学科の理念

ＳＥＳ
Ｓｃｉｅｎｃｅ ： 科学的な知

Ｅｔｈｉｃｓ ： 倫理・こころ

Ｓｋｉｌｌ ： 技能・技術良医の条件



医学医療概論 講義・実習（医学部附属病院）
医の倫理学

医学研究発表チュートリアル
細胞生物学 有機化学

生命医学 講義・実習：生物進化と生態系 膜生理学と情報伝達
生化学 分子病態学 組織学 解剖学 生理学

医学統計学 チーム医療実習（老人保健施設等）

生命医学講義・実習：免疫学 細菌学 寄生虫学 衛生学 ウイルス学
薬理学 行動科学 臨床行動科学 法医学 病理学 検査学

公衆衛生学 講義・実習 選択基礎医学実習 他

臨床医学講義：消化器 口腔外科 呼吸器 麻酔蘇生 循環器
腎・泌尿器 内分泌代謝 小児 産婦 眼 耳鼻 皮膚

免疫・アレルギー 血液 感染 精神 神経 運動器 リハビリ 他

共用試験 ＣＢＴ(医学知識) ＯＳＣＥ（態度・技能）

臨床実習
臨床各科必修ローテーション

臨床各科選択実習
学外病院実習

実践臨床病態学講義

教養
科目

２年

３年

４年

５年

６年
医師国家試験（２日間400問）

群馬大学医学部医学科カリキュラム概要

１年

医療倫理学

医療の質・
安全学

卒業試験（全臨床科目２ヶ月間）



患者さんとの対話，入浴・食事介助，掃除，

車椅子介助，受付補助，カンファレンス参加 など

群馬大学医学部医学科における早期体験実習

１年生の入学直後から病院で実習する

２年生の８月～９月 ２週間にわたる老人保健施設での実習



第１週

時限 月 火 水 木 金
1 (08:40‐09:40)

公衆衛生学
講義

細菌学（各論）
衛生学

感染症対策−1
衛生学

感染症対策−2
寄生虫学 講義

線虫22 (09:50‐10:50)
細菌学（各論）3 (11:00‐12:00)

4 (13:00‐14:00)

細菌学実習 解剖献体慰霊祭 細菌学実習
細菌学特別講義

（母子感染症・性感染症）

5 (14:10‐15:10)
6 (15:20‐16:20)
7 (16:30‐17:30)

第２週

時限 月 火 水 木 金
1 (08:40‐09:40)

公衆衛生学
学外実習

ウイルス学（HIV•節足媒
介） 大上

厚志

細菌学（各論）
寄生虫学 実習

線虫
寄生虫学 講義

吸虫
2 (09:50‐10:50)

細菌学（各論）3 (11:00‐12:00)
4 (13:00‐14:00)

細菌学実習 細菌学実習 寄生虫学 特別講義
細菌学特別講義

（院内感染の予防と制御）

5 (14:10‐15:10)
6 (15:20‐16:20)
7 (16:30‐17:30)

第３週

時限 月 火 水 木 金
1 (08:40‐09:40)

レポート作成・自習

公衆衛生学
学外実習

細菌学（各論）
衛生学 試験

寄生虫学 講義
条虫

2 (09:50‐10:50)
細菌学（各論）3 (11:00‐12:00)

4 (13:00‐14:00)

細菌学試験（総論） 細菌学実習 細菌学実習
細菌学特別講義

薬剤耐性菌の現状と対策

5 (14:10‐15:10)
6 (15:20‐16:20)
7 (16:30‐17:30)

第４週

時限 月 火 水 木 金
1 (08:40‐09:40)

公衆衛生学
実習発表

細菌学(各論）
ウイルス学 試験

細菌学(各論）
免疫学 試験2 (09:50‐10:50)

細菌学(各論） 細菌学(各論）3 (11:00‐12:00)
4 (13:00‐14:00)

寄生虫学 実習
吸虫 条虫

細菌学実習 細菌学実習
細菌学(各論）5 (14:10‐15:10)

6 (15:20‐16:20)
細菌学(各論)

7 (16:30‐17:30)

毎日、朝から夕方まで講義と実習が隙間なくびっしり！
医学部の勉強はまさに体力勝負!! 実習は夜８時近くまで
かかることもある上に、毎日の予習復習も大変です！
でも将来、人の命を預かる医師となるために必要です

医学部の時間割 （３年生の とある ひと月）



診療参加型臨床実習（４～６年生）
学外の医療機関での実習を含む



最新のシュミレーター機器を用いた診療実技実習



MD-PhDコース （医学研究コース）

培養細胞での実験 研究成果を学会発表

学生時代に最先端の研究をする学生もいます



学生

チューター教授
クラークシップ
チューター

教務部会 学務課

学修支援体制

医学教育センター 医学部医学科相談員



チューター制度で学生をサポート

・新入生３～５人を１人の教授が卒業まで担当

・入学時のガイダンス、相談

・必要に応じて保護者と連絡

・再試験の申請や確認

・修学時の色々な問題・悩みの相談

・卒業後の研修先への推薦状の作成

チューターは、学生の側に立った「保護者」的な役割



チューター教授との入学時面談



医学部医学科の教育ポリシー

○入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） ～このような人を求めています～

○教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） ～このような教育を行います～

○学位授与・卒業の方針（ディプロマ・ポリシー） ～このような人材を育てます～



医学部医学科の教育ポリシー

○入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） ～このような人を求めています～

医学と医療が自然科学の上に成り立ち，かつ社会の中で人を対象として行われるものであること
をふまえ，医学生として，科学的知（Science)，倫理(Ethics)，技能(Skill)の３つの面（SES）
にわたって自己研鑽に励むことができる人

１．豊かな感受性，奉仕の精神を備え，医師としてふさわしい資質を身につけることを目指して，
不断の努力を積み重ねられる人

２．医療，医学研究，医学教育もしくは医療行政などの分野において，社会に貢献することへの
志と強い信念を持っている人

３．本学科の教育内容を理解するために必要な総合的基礎学力を十分に備えている人



医学科の入試の種類（多様な選抜方法）
各選抜方法の概要

選抜区分
募集人数

学校推薦型選抜 一般選抜（前期日程） 編入学

一般枠 ２５名
地域医療枠 １２名*

一般枠 ６５名
地域医療枠 ６名* １５名

入学学年 １年次 １年次 ２年次

ポイント 各高校から5名以内
大学入学共通テスト ４５０点換算

（英語筆記：リスニング = 4:1）
学士や大学生
（２年以上在学）

選抜方法
小論文
面接

数学 １５０点
理科（物理・化学） １５０点

小論文 １５０点
面接

一次試験
小論文

二次試験（面接）

*地域医療枠で合格とならなかった場合、一般枠にて再度合格者の判定を行う。（逆は不可）



学校推薦型選抜（２０２１年度（令和３年度）入試）202１年（令和３年）４月入学

出願期間 ：２０２０年（令和２年）１１月 １日（日）～１１月 ６日（金）

学力試験等：２０２０年（令和２年）１１月２１日（土）～１１月２２日（日）

合格者発表：２０２０年（令和２年）１２月 ４日（金） １０：００予定



学校推薦型選抜の出願要件

学校推薦型選抜の選抜方法

出身学校１校につき一般枠と地域医療枠を合わせて５名以内とし、次の各項に該当する者

１．成績、評価等に優れ、調査書の学習成績概評がＡ段階（3年間全科目の評点平均≧4.3）に

属し、学校長が責任を持って推薦できる者

２．数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ａ、数学Ｂのうち２科目以上、

理科については、物理、化学、生物のうち２科目以上を履修（見込）の者

３．合格した場合、入学することを確約できる者

面接・小論文（２題）及び出願書類を総合して判定



一般選抜（前期）（２０２１年度（令和３年度）入試）２０２１年（令和３年）４月入学

大学入学共通テスト：２０２１年（令和３年）１月１６日（土）～ １月１７日（日）

学力試験等：２０２１年（令和３年）２月２５日（木）～ ２月２６日（金）

合格者発表：２０２１年（令和３年）３月 ６日（土） １０：００予定

出願期間 ：２０２１年（令和３年）１月２５日（金）～ ２月 ３日（水）

２段階選抜実施（約３倍）



令和２年度入試の統計資料から

推薦入試倍率
志願倍率 4.0倍（うち地域医療枠のみ 3.3倍）

（前年度3.4倍）

一般入試（前期）倍率
志願倍率 2.8倍（前年度3.8倍）
受験倍率 2.6倍（前年度2.7倍）

出身校所在地（推薦・一般の合計）
志願者 県内 95人/350人 27％（前年度27％）
合格者 県内 36人/117人 31％（前年度39％）

現役・浪人の割合（推薦・一般の合計）（前年度％）
志願者 現役 71％(57) 1浪 15％(26) 多浪 14％(17)
合格者 現役 61％(48) 1浪 24％(35) 多浪 15％(17)



地域医療枠とは

政府の緊急医師確保対策の一環



群馬県の医療事情

人口10万人当たり医師数214.9人（全国30位 全国平均226.5人）
上位は京都、徳島、東京 300人弱
最下位は埼玉 150人に満たない

群馬県内の医療圏別では 人口10万人当たり医師数
前橋地区 419.5人
吾妻地区 144.9人 太田・館林 136.0人

群馬県内 診療科別では
外科、産婦人科、脳神経外科医師数の減少が大きい



群馬大学の「地域医療枠」

・群馬県から修学資金を貸与
原則月額10万円+初年度入学料（所得合計1,500万未満は15万円）

・まず、地域医療枠→合否判定を行い、地域医療枠出願者の
上位12名（推薦）、6名（前期）を「地域医療枠」として合格
次に、地域医療枠で不合格となった者は、一般枠にて再度合否判定
を行う

・修学資金返還免除
卒業後に群馬県が定める特定病院で通算10年間勤務すれば全額免除

・群馬県地域医療支援センターによる地域医療特別プログラムに参加

県の医療に貢献する人を確保



群馬大学の地域医療枠の特色

・卒業後に働く特定病院や診療科は、群馬県担当者と相談して被貸
与者が選択できる

・返還免除には、卒業後10年間は臨床医として県内の病院での従事
が必要となるが、疾病・災害・出産・育児などの事情、さらに大学
院進学・海外留学の希望があれば、その間は一時的に病院での勤務
を休み、復帰後残りの年数を働けばよい（通算で10年間）

・群馬県地域医療支援センターによる「ぐんま地域医療リーダー養
成キャリアパス」に参加（地域医療を担うリーダーとなる早道）

地域医療枠制度としては他の医学部と比較して極めて緩い制約



群馬大学医学部附属病院、群馬県立心臓血管センター、群馬県立がんセンター、群馬県立精

神医療センター、群馬県立小児医療センター、前橋赤十字病院、公益財団法人老年病研究所

附属病院、独立行政法人地域医療機能推進機構群馬中央病院、群馬県済生会前橋病院、前

橋協立病院、独立行政法人国立病院機構高崎総合医療センター、医療法人社団日高会日高

病院、公立碓氷病院、独立行政法人国立病院機構渋川総合医療センター、公立藤岡総合病院、

藤岡市国民健康保険鬼石病院、下仁田厚生病院、公立富岡総合病院、公立七日市病院、吾妻

広域町村圏振興整備組合立中之条病院、原町赤十字病院、西吾妻福祉病院、独立行政法人

国立病院機構沼田病院、利根中央病院、伊勢崎市民病院、社団法人伊勢崎佐波医師会病院、

桐生厚生総合病院、SUBARU健康保険組合太田記念病院、公立館林厚生病院、協力型臨床

研修病院、へき地診療所、二次救急輪番病院

「県内の特定病院」には群馬大学医学部附属病院を含む以下の病院が予定

群馬県内の主な基幹病院、研修病院が網羅されている



地域医療枠のポイント

・ 一般枠とは異なる合否判定基準

・ 一般枠と併願となる
（地域枠が不合格でも一般枠での合格は有り得る）

・ 通算10年間は群馬県内の医療機関で臨床医として働く
（大学院進学、留学、出産・育児休暇の期間は除く）

・ 群馬県地域医療支援センターによる卒前卒後教育プログラム
（地域医療リーダー養成のための特別プログラム）

入学後の辞退は認められませんので、内容を理解して出願してください



群馬大学は女性医師をサポートします

・群馬大学1年生における女性の割合は 29 %（33名/112名）
昨年度は29 ％（ 32名/ 108名）

・医師国家試験合格者における女性の割合は30%を超える。

・我が国における女性医師の割合はおよそ20%で、世界各国と
比較するとまだ低い水準である。

・女性医師の就業率が働き盛りの30代から40代にかけて低下
することは、我が国特有の現象である。



群馬大学は女性医師をサポートします

群馬大学医学部附属病院

女性医師等教育・支援部門

出産・育児等による女性医師の業務継続をサポート
一次離職者の無理のない復帰を支援

女性医師支援プログラム
院内保育園（ゆめのこ保育園）



ゆめのこ保育園＜院内保育所＞

群馬大学は女性にも働きやすい環境づくりに力を入れています



ご清聴ありがとうございました

群馬大学医学部でお待ちしています

GUNMA UNIVERSITY
FACULTY OF MEDICINE


